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 要  旨 
大気圏、電離圏における ELF帯電磁放射とその伝搬に関する研究がなされている。殊に雷放電な
どによる自然放射に伴う現象に関する研究が盛んに行われている。その一つにシューマン共振現
象(Schumann resonance)がある。ELF帯電磁波が大地－電離層間で地表に沿って共振するとい
う現象である。その現象において、台湾集集(Chi-chi)地震が起こった 1999年 9月 21日前後の期
間に異常現象が見られたという報告が早川らによってなされた。また大気圏における VLF/LF帯
電波伝搬に地震発生に先行する、あるいはそれに伴う異常が見られることが多数報告されており、
その原因の一つとして電離層擾乱が挙げられている。 
以上のことから電離層擾乱が ELF帯電磁波の大地・電離層導波管伝搬にも影響を及ぼすと考えら
れる。しかしながら ELF帯電磁波の大地・電離層導波管伝搬の特性やそのメカニズムについては
未だ解明されていない。つまり、それらの解明は ELF帯電磁波に関する他の様々な研究に大きな
影響を与えることとなる点で有意義な行為である。 
さらには地震発生、電離層擾乱、そして ELF電波伝搬異常の３つの事象の関連性の究明への発展、
そして ELF 帯電磁界観測を用いた地震予知への応用が期待できるという点で地震電磁気学的に
も非常に有用である。 
そこで本研究では世界屈指の高サンプリング(4kHz)である我々が所有する北海道母子里観測所
の ELF 帯磁場データを用いて FFT 解析、DFT 解析、偏波解析、方位測定を行うことによって
ELF 帯電磁波の大地・電離層導波管伝搬特性について調査した。対象とした信号の周波数帯は
82Hzである。これは人工的な ELF送信局電波の周波数帯である。ELF帯は非常に低い周波数帯
であるために ELF帯送信アンテナは莫大な長さ、及び電力を要する。よってその設置には膨大な
費用と土地を要するので ELF 帯送信局は全世界で海軍用施設として Kola Peninsla (Russia)と
Wisconsin (USA)の僅か２箇所にしか存在しない。今回、我々が対象とした周波数帯は前者のも
のである。ELF帯電磁波に関する研究は自然放射に対するものが盛んに行われているが、本研究
では人工的な送信局電波を対象とした。 
 
